
⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

（各 4点× 5）1

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

（各 3点× 5）2

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

（各 3点× 5）3

〈聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の政治改革〉　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　６世紀の大
やまと

和政権では，蘇
そ

我
が

氏と 氏が争いを続けた。

⑵　593年に政務に参加した，推
すい

古
こ

天皇のおいの は，大
おお

王
きみ

（天皇）中心の

政治制度を整えた。

⑶　⑵は仏教や儒
じゅ

学
がく

の考え方を取り入れて を定め，役人の心構えを示

した。

⑷　607年，隋
ずい

の進んだ制度や文化を取り入れるため， が遣
けん

隋
ずい

使
し

として

隋へ送られた。

⑸　世界最古の木造建築といわれている には，釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

などが収め

られている。

〈東アジアの緊張と律令国家への歩み〉　次の問いに答えなさい。

⑴　７世紀初めに中国を統一し，律
りつ

令
りょう

などの法律を整えた国を何というか。

⑵　中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と協力して蘇
そ

我
がの

蝦
えみ し

夷・入
いる

鹿
か

の親子を倒し，新しい政治改革を

行った人物はだれか。

⑶　日本は百
くだら

済の復興を助けるために朝
ちょう

鮮
せん

半島へ兵を送ったが，敗れた。こ

の戦いを何というか。

⑷　中大兄皇子は大
おお

津
つ

に都を移し，即位して何という天皇となったか。

⑸　天
てん

武
む

天皇の死後，皇后が即位して持
じ

統
とう

天皇となり，初めての本格的な都

をつくった。この都を何というか。

〈律令国家の成立と平
へい

城
じょう

京
きょう

〉　次の文中の にあてはまる語句を答えな

さい。

⑴　701年，中国の律令にならって が制定され，全国を支配するしくみ

が整えられた。

⑵　有力な豪
ごう

族
ぞく

は，天皇から高い地位をあたえられて となり，律令国

家の運営にあたった。

⑶　710年に現在の奈良市に都が移されてから，京都の平安京に都が移される

までを 時代とよぶ。

⑷　現在の福岡県には，九州の政治や外交・防衛にあたる が置かれた。

⑸　都と地方を結ぶ道路には が設けられ，乗りつぎのための馬が用意

されていた。

1

だいおう

2

ひゃくさい

3 へいぜい
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⑴

⑵
ⓐ

ⓑ

⑶

⑷
①

②

（各 4点× 6）1

⑴

①

②

③

④

⑵

⑶

都

貨幣

（⑶各 3点× 2，）他各 4点× 5　2

右の系図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　図中の Ａ は，のちに聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

と協力して政治を行った一族である。

あてはまる語句を答えなさい。

⑵　女性である ⓐ 天
てん

皇
のう

が即位する

と，その ⓑ である聖徳太子らが

政治を行った。ⓐにあてはまる天皇

を，図中から選んで，名を答えなさ

い。また，ⓑにあてはまる語句を答

えなさい。

⑶　聖徳太子は冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

を定めた。この制度はどのような目的で定められ

たか，簡単に説明しなさい。

⑷　次の文中の①にあてはまる宗教名，②にあてはまる文化名をそれぞれ答

えなさい。

　図中の Ａ 氏と聖徳太子は， ① を広めようとしたので，このころ

から ① を基にした ② 文化が栄えた。

右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　地図中の難
なに

波
わ

・飛
あすか

鳥について，次の

文中の①～④にあてはまる語句をそれ

ぞれ答えなさい。

・中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

らが645年から ① の改

新を始めると，都は難波に移され，

それまで豪
ごう

族
ぞく

が支配していた土地と

人民を国家のものとする ② とい

う原則が示された。

・天皇の位をめぐる ③ の乱に勝利

して即位した ④ 天皇は，都を飛

鳥にもどし，新しい支配のしくみを

つくった。

⑵　701年に定められた律
りつ

令
りょう

のもと，地方は多くの国に区分され，地図中の道

で結ばれた。国ごとに置かれた役所を何というか。

⑶　地図中のＸに，710年につくられた都を何というか。また，この都の市で

使われた貨幣を，次から選び，記号で答えなさい。

ア　銅鏡　　　イ　黒曜石

ウ　金印　　　エ　和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

1

馬
子

（太字は天皇，数字は図中の即位順）

❻
舒
明

□

□

□□

□
□う

ま
こ

稲
目
い
な
め

蝦
夷
え
み
し

入
鹿
い
る
か

聖
徳
太
子

し
ょ
う
と
く
た
い
し

じ
ょ
め
い

❷
敏
達

び
だ
つ

❶
欽
明

き
ん
め
い

❺
推
古

す
い
こ

❸
用
明

よ
う
め
い

❹
崇
峻

す
し
ゅ
ん

A

2

X

飛鳥飛鳥

難波難波

おもな道

かいほう
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⑴

⑵

⑶

⑷

（各 4点× 4）1

⑴

⑵

⑶

⑷

（各 3点× 4）2

⑴

⑵

⑶

⑷

（⑴ 4点，他各 3点× 3）4

⑴

⑵

⑶

（各 3点× 3）3

〈奈良時代の人々の暮らし〉　次の文中の にあてはまる語句を答えな

さい。

⑴　律
りつ

令
りょう

の下で，人々は６年ごとにつくられる戸籍に， と賤
せん

民
みん

（奴
ぬ

婢
ひ

な

ど）に分けて登録された。

⑵　戸籍に登録された６歳以上のすべての人に口分田をあたえ，死ぬと国に

返させた制度を という。

⑶　大陸の国から日本を守るため，九州北部などへ送られる兵役を，

といった。

⑷　朝
ちょう

廷
てい

は743年に を出して，新しく開
かい

墾
こん

した土地をいつまでも私有し

て子孫に伝えることを認めた。

〈天
てん

平
ぴょう

文化〉　次の問いに答えなさい。

⑴　奈
な

良
ら

時代に，都を中心に栄えた天平文化に影
えい

響
きょう

をあたえた宗教は何か。

⑵　聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

が建てた寺院のうち，都につくられ，金銅の大仏が収められた

寺院はどこか。

⑶　奈良時代に一般の人々に布教し，人々といっしょに橋や用水路をつくっ

た僧はだれか。

⑷　奈良時代の初めにつくられた歴史書は，「古事記」ともう１つは何か。

〈平安京と律令国家の変化〉　次の文中の にあてはまる語句を答えな

さい。

⑴　 は，政治を立て直すために794年，都を現在の京都に移した。この

都を平安京という。

⑵　唐
とう

から という仏教の宗派を伝えた空
くう

海
かい

は，高
こう

野
や

山
さん

に金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

を開

いた。

⑶　894年に遣
けん

唐
とう

使
し

に任じられた は，唐のおとろえなどを理由に遣唐

使の停止を訴えた。

〈摂
せっ

関
かん

政治の時代／国風文化〉　次の問いに答えなさい。

⑴　摂政と関白が中心になった政治を何というか。

⑵　９世紀に成立した，漢字を変形させて日本語の発音を表しやすくした文

字を何というか。

⑶　⑵の文字を使って，随筆の「枕
まくらの

草
そう

子
し

」を著したのはだれか。

⑷　ふすまや屏
びょう

風
ぶ

に日本の自然や風俗を描いた絵を何というか。

1

2

3

4
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⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

原因

結果

（⑵ 4点，他各 3点× 6）1右のカードを見て，次の問いに答えなさい。

⑴　カードＡの（　　）にあてはまる，戸主

と家族の名前，年齢などを記したものを

何というか。

⑵　カードＢの制度で口分田をあたえられ

なかった人々を次から１つ選び，記号で

答えなさい。

ア　奴
ぬ

婢
ひ

　　　イ　良民　　　ウ　６歳未満の者　　　エ　女性

⑶　口分田からとれた稲を納める税のほか，成人男子には布や特産物などを

都まで運んで納める税が課せられた。この税は庸
よう

と何か。

⑷　カードＣの法令を定めることになった原因と，法令が出されたことによ

る結果を，次からそれぞれ選び，記号で答えなさい。

ア　貴族と僧の勢力争いが激しくなった。　　　イ　人口が増加した。

ウ　地方の政治が国司にまかせきりになった。

エ　公地・公民の原則がくずれた。　　　オ　国内で反乱が続いた。

⑸　カードＣが出されたころ，伝染病や災害から国家を守るため，国ごとに

建てられた寺院を２つ答えなさい。

右の年表を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　年表中のＡについて，

坂上田村麻呂が任じられ

た職を答えなさい。

⑵　年表中のＢについて，

最
さい

澄
ちょう

が比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

で広

めた新しい仏教の宗派を

何というか。

⑶　年表中のＣによって行

われた政治を何というか。

⑷　年表中のＤのなかで書かれた次の作品名を，それぞれ答えなさい。

①　紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

が著した小説　　　②　紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らがまとめた歌集

⑸　年表中のＤの文化の特色を，「風土や生活」の語句を使って説明しなさい。

⑹　年表中のＥの広まりに最も関連の深い建築を，次から選び，記号で答え

なさい。

ア　平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

　　　　イ　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金堂

ウ　平安京の羅
ら

城
じょう

門
もん

　　　エ　東大寺正倉院

1
Ａ 人々が（　　）に登録された。

Ｂ 班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

が実施された。

Ｃ 墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざいの

法
ほう

が出された。

2
年代 おもなできごと

800

900

1000

都が平安京に移される
坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が東北地方に遠征する…Ａ
新しい仏教が広まる……………………Ｂ
藤
ふじ

原
わら

氏が摂
せっ

政
しょう

や関白の職に就く………Ｃ

国風文化が栄える………………………Ｄ

浄
じょう

土
ど

信仰がおこる………………………Ｅ

藤
ふじ

原
わらの

道
みち

長
なが

が摂政となる

⑴

⑵

⑶

⑷
①

②

⑸

⑹

（各 4点× 7）2
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